
平成31（令和元）年度用『高校生の美術３』教科書 訂正のお願い

令和元年11月

　今年４月に供給いたしました教科書に，以下の訂正がございます。生徒の皆様，先生方にご迷惑をお

かけいたしましたこと，深くお詫び申し上げます。訂正を施した教科書は，令和２年度より供給させてい

ただきます。

　先生方におかれましては，訂正内容をご確認のうえご指導いただきますよう，謹んでお願い申し上げます。

日本文教出版株式会社

この内容についてのお問い合わせ先　編集部直通 03-3389-4623

訂 正 箇 所
原　　　　　文 訂　　正　　文

ページ 行

21 上段右

29 中段中央
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E5系新幹線電車［先頭車：365×335×2650cm］ 2010

新幹線の車両デザインや設計は、見た目の美しさに加えて、周辺環境や乗り心地
への配慮といった機能的な側面も考慮されている。E5系新幹線電車では、トンネ
ルに突入、脱出する際に発生する衝撃音を車両の先端の形状を工夫することで軽
減した。この先端部は打ち出し板金の技術でつくられている。

波［土／直径32cm 高さ8cm］ 2016

隈
くま

 研
けん

吾
ご

［神奈川県・1954～］
現在、有田焼の製造過程には、新しい技術が積極
的に取り入れられている。この作品はコンピュー
タで隈がデザインした形を基に、モデリングマシ
ンを活用して型をつくり、それを利用して焼成し
制作された。コンピュータ制御による精密な3次
元切削加工が可能なモデリングマシンにより複雑
かつ微細なデザインが可能となった。

Finch
［ABS樹脂・シリコン・ポリウレタン／
長さ約40cm］ 2016
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［愛媛県・1957～］
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川
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［神奈川県・1958～］ 

河
かわ

島
しま

則
のり

天
たか

［京都府・1976～］
シンプルな対向3指の義手である。開発者は立体
スケッチとしての実験用試作品制作に3Dプリン
ターを導入した。これにより大幅な開発期間短縮
と低コスト化を実現したという。試作品を早くつ
くり、多くつくり直すことで、機能性や形の美し
さをより深く追求することが可能となる。

＊ モデリングマシン／3Dプリンターとは 
モデリングマシンは樹脂や金属などの塊をドリル
などで削って成形する。3Dプリンターは熱可塑性
樹脂を積層して成形するものが一般的である。装着した様子。

アイデアスケッチ
［ペン・マーキングペン・紙／21×29.7cm］ 2012

山中俊治

打ち出し板金の技術
金属板をハンマーで叩き、伸び縮みさせて、立体的な形状を
つくりだす技術です。新幹線の車両の頭部をはじめ、甲

かっ

冑
ちゅう

か
らロケットの噴射口まで、様々な分野で用いられています。

現代の技術を生かして
コンピュータで非常に複雑な形をデザインし、それを高い再
現性で3次元に成形する技術が発達してきています。また、
3Dプリンターの普及により、工場に発注することでしかつく
れなかった試作品をデザイナーが直接制作することも可能と
なってきているのです。
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睡
すい

蓮
れん

［着彩・木］ 2002

アサヒビール
大山崎山荘美術館蔵［京都府］

須田悦弘
台座を水面に見立てて、水上で
花を咲かせるスイレンを表現し
ている。反射する黒い台座部分
も作品としての重要な意味を成
し、日本の伝統的な美意識が感
じられる作品である。

此
こ

レハ飲
のみ

水
みず

ニ非
あら

ズ
［着彩・木］ 2001～
原美術館蔵［東京都］

須田悦弘
廃墟のような空間の中で、
生き生きとしたテッセンの
花だけが生命を感じさせ
る。しかし、それは生きた
花ではなく木でつくられた
造形物である。ものと場所
による関係から物語性が感
じられる。

阿
あ

古
こ

陀
だ

形
なり

兜
かぶと

　夏草
（「趣味と芸術－謎の割烹 味占郷」より） 
［夏草：着彩・木］ 2015 

杉
すぎ

本
もと

博
ひろ

司
し

［東京都・1948～］夏草：須田悦弘
美術家の杉本博司がプロデュースした、古美術とのコラボ
レーション作品である。須田は木彫の夏草をつくった。古
美術とのコラボレーションにおいては「なるべく一緒に展
示する作品の世界観を壊さないように心掛けます」と須田
は語っている。

作品の印象と空間の関係  
　自分の表現にとって、場所や空間はすごく大事な要素です。展示では、まず会場を
見てから、何の植物をつくるかを決めることが多いですね。
　学生の頃に、ある仏像について、本来納まっているお堂の中と、博物館に展示され
ている状態の両方を見たことがありました。同じ仏像なのに受ける印象がすごく違っ
たことに、とても驚きました。周りの空間が違うと、同じものでも、当然見え方は変
わってくる。お堂は仏像のためにつくられているので、その二つが一緒にあること
で、場の雰囲気や空気感がよいものになっている、と実感したんです。それをきっか
けにものと場所の関係を意識するようになりましたね。

ものと場所がもつ意味や関係について考え、
新鮮な視点で作品や空間をつくりだす。

須田悦弘
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